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○議事日程 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

      （諸般の報告） 

日程第 ３ 承認第 ８ 号 専決処分の承認について 

〔令和６年度美幌町一般会計補正予算（第４号）〕 

 日程第 ４ 議案第６１号 令和６年度美幌町一般会計補正予算（第５号）について 

  

○出席議員 

     １番 木 村 利 昭    副議長 ２番 馬 場 博 美   

     ３番 横 山 清 美        ４番 髙 橋 秀 明   

     ５番 宮 崎 奈津江        ６番 上 杉 晃 央   

     ７番 稲 垣 淳 一        ８番 藤 原 公 一   

     ９番 伊 藤 伸 司       １０番 吉 住 博 幸   

    １１番 大 江 道 男       １２番 松 浦 和 浩   

    １３番 大 原   昇    議 長１４番 戸 澤 義 典   

 

○欠席議員 

なし 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席説明員 

  美 幌 町 長        平 野 浩 司  
教 育 委 員 会        
教 育 長 

矢 萩   浩  

  選挙管理委員会 
  委 員 長 

早 田 眞 二  監 査 委 員        西 村 与志博  

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席受任説明員 

副 町 長        髙 﨑 利 明  総 務 部 長        那 須 清 二  

町民生活部長 関   弘 法  福 祉 部 長 斉 藤 浩 司  

経 済 部 長        河 端   勲  建 設 部 長 遠 國   求 

病 院 事 務 長        但 馬 憲 司  事務連絡室長        横 山 聖 二  

会 計 管 理 者        田 中 三智雄  総 務 課 長 鶴 田 雅 規  

危機対策課長 多 田 敏 明  
政策推進課長 
兼デジタル推進主幹 

竹 下   護  

財 務 課 長 吉 田 善 一  町民活動課長 佐久間 大 樹  

戸籍保険課長 
選挙管理委員会事務局長 

佐々木   斉  税 務 課 長 松 尾 まゆみ  

社会福祉課長 水 上 修 一  児童支援主幹 大 内 直 樹  

保健福祉課長 立 花 良 行  農林政策課長 以 頭 隆 志  

森林農地整備主幹 橋 本   勝  農業振興主幹 午 来   博  

商工観光課長 沖 崎 寿 和  建 設 課 長 森 口 尚 博  

建 築 主 幹 廣 田 吉 輝  環境管理課長 影 山 俊 幸  
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環境衛生主幹 宮 田 英 和  上下水道課長 石 山 隆 信  

病院総務課長 伊 藤   寿  地域医療連携課長 高 山 吉 春  

事務連絡室次長 藤 田 静 思  教 育 部 長 遠 藤   明  

学校教育課長 中 尾   亘  学校給食課長 片 平 英 樹  

社会教育課長 浅 野 謙 司  スポーツ振興課長 弓 山   俊  

監査委員事務局長 小 室 保 男  監査委員事務局次長 小 室 秀 隆  

    

○議会事務局出席者 

  

事 務 局 長 小 室 保 男  次 長 小 室 秀 隆  

議 事 係 長 高 田 秀 昭  庶 務 係 長 村 田   剛  

庶 務 係 金 子 未 准    
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午前１０時００分 開会   

 

◎開会・開議宣告 

○議長（戸澤義典） おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、令和６

年第７回美幌町議会臨時会を開会します。 

これから、本日の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（戸澤義典） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、１１番大江道男さん、１２

番松浦和浩さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（戸澤義典） 日程第２ 会期の決

定を議題とします。 

去る１０月１１日、議会運営委員会を開

きましたので、委員長から報告を求めま

す。 

６番上杉晃央さん。 

○６番（上杉晃央） 〔登壇〕 令和６年

第７回美幌町議会臨時会の開会に当たり、

去る１０月１１日、議会運営委員会を開催

しましたので、その内容と結果について報

告いたします。 

本臨時会に付議された案件は、専決処分

の承認１件、補正予算１件であります。 

以上の内容でありますので、本臨時会の

会期については、本日１日限りといたしま

す。 

慎重なる審議に皆さんの御協力をお願い

するとともに、行政職員の皆さんには、真

摯な答弁と対応をお願い申し上げて、議会

運営委員会委員長としての報告といたしま

す。 

○議長（戸澤義典） お諮りします。 

ただいま、議会運営委員会委員長から報

告のあったとおり、本臨時会の会期を本日

１日間としたいと思いますが、御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 異議なしと認めま

す。 

したがって、会期は本日１日間と決定し

ました。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（戸澤義典） 諸般の報告を行いま

す。 

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（小室保男） 諸般の報告を申

し上げます。 

本日の会議につきましては、配付してお

ります議事日程のとおりであります。 

朗読については、省略させていただきま

す。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましても、配

付しておりますので、御了承願います。 

なお、本臨時会中、議会広報及び町広報

用のため写真撮影を行いますので、御了承

願います。 

また、報道機関の写真撮影及びパソコン

の使用を許可しておりますので、併せて御

承知おき願います。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎提出案件の概要説明 

○議長（戸澤義典） 町長から本臨時会に

提出している案件について、概要説明をし

たいとの申出がありますので、発言を許し

ます。 

町長。 

○町長（平野浩司） 〔登壇〕 本日ここ

に、令和６年第７回美幌町議会臨時会が開

催されるに当たり、御出席を賜りました議

員各位に対しまして、心から感謝いたしま
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すとともに、提出案件の概要について御説

明申し上げます。 

専決処分の承認について。 

承認第８号令和６年度美幌町一般会計補

正予算（第４号）については、１０月２８

日投開票の衆議院議員総選挙に係る経費支

出のため急を要したことから、専決処分を

いたしましたので、御承認を賜りたいので

あります。 

補正予算について。 

議案第６１号令和６年度美幌町一般会計

補正予算（第５号）については、トレーニ

ングセンター等耐震改修工事に係る債務負

担行為の変更等を行おうとするものであり

ます。 

なお、細部につきましては、担当部長よ

り御説明申し上げますので、御審議の上、

原案に御協賛を賜りますようお願い申し上

げまして、提出案件の概要説明といたしま

す。 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 承認第８号 

○議長（戸澤義典） 日程第３ 承認第８

号専決処分の承認についてを議題としま

す。 

直ちに提出者の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（那須清二） 議案書５ページ

になります。 

承認第８号専決処分の承認について。 

地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、次のとおり専決処分をしたので、同条

第３項の規定によりこれを町議会に報告

し、承認を求める。 

６ページをお開き願います。 

専決処分書。 

令和６年度美幌町一般会計補正予算（第

４号）について、衆議院議員総選挙に係る

事務執行のため急を要するので、地方自治

法第１７９条第１項の規定により、別紙の

とおり専決処分する。 

専決日は、令和６年１０月２日付であり

ます。 

専決内容について御説明いたしますの

で、７ページを御覧ください。 

令和６年度美幌町一般会計補正予算（第

４号）。 

令和６年度美幌町の一般会計補正予算

（第４号）は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ１,４６３万３,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１４０億８９３万４,０００円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書に

より御説明いたします。 

歳出から御説明いたしますので、１６、

１７ページをお開き願います。 

３、歳出。 

２款総務費、４項選挙費、２目衆議院議

員選挙費１,０５９万８,０００円につきま

しては、衆議院議員総選挙に要する経費に

なります。 

衆議院議員選挙につきましては、１０月

９日解散、１０月１５日公示、翌日から期

日前投票、１０月２７日投開票の運びとな

っておりますが、期日前投票及び選挙当日

に係る費用を計上しています。 

１節報酬のうち委員報酬については、選

挙管理委員会委員長及び委員の報酬を、非

常勤職員報酬については、投開票管理者及

び投開票立会人報酬を計上しています。 

７節報償費については、選挙啓発等報償

として、明るい選挙推進協議会委員報償を

計上しています。 

１０節需用費のうち消耗品から印刷製本

費につきましては、必要な事務用品等を、

修繕料については、選挙事務用の計数機及

び投票用紙交付機等の点検整備費用及び各

投開票所の施設修繕料を計上しています。 

１１節役務費については、郵便料、広告

料及び選挙公報配布手数料等を計上してお

ります。 
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１２節委託料につきましては、ポスター

掲示場作成委託料のほか、記載の委託料を

計上しております。 

１３節使用料及び賃借料につきまして

は、期日前及び当日の投票所の借上料を、

１７節備品購入費につきましては、投票所

用車椅子１台の購入費用となります。 

１８節負担金補助及び交付金につきまし

ては、期日前及び当日投票所に対する交付

金となります。 

次に、１２款職員給与費４０３万５,０００ 

円につきましては、期日前及び当日に係る

職員及び会計年度任用職員の時間外勤務手

当等になります。 

次に、歳入につきまして御説明いたしま

すので、１４、１５ページにお戻りくださ

い。 

１６款道支出金１,４６３万３,０００円

につきましては、今回の衆議院議員総選挙

実施に伴う道からの委託金となります。 

以上、承認第８号専決処分の承認につい

て御説明を申し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） 質疑なしと認めま

す。 

これから、承認第８号専決処分の承認に

ついてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本件は、承認することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本件は承認することに決定

しました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第４ 議案第６１号 

○議長（戸澤義典） 日程第４ 議案第 

６１号令和６年度美幌町一般会計補正予算

（第５号）についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（那須清二） 議案書１９ペー

ジになります。 

議案第６１号令和６年度美幌町一般会計

補正予算（第５号）について御説明を申し

上げます。 

令和６年度美幌町の一般会計補正予算

（第５号）は、次に定めるところによる。 

今回の補正は、トレーニングセンター等

耐震改修工事に係る債務負担行為の変更等

を行おうとするものであります。 

債務負担行為の補正。 

第１条、債務負担行為の変更及び追加

は、第１表、債務負担行為補正による。 

２０ページをお開き願います。 

第１表、債務負担行為補正。 

本年６月定例町議会において、補正予算

としてお認めいただきましたトレーニング

センター等耐震改修建築主体工事につい

て、指名競争入札を８月２２日に行ったと

ころですが、指名業者１０社のうち９社か

ら辞退申出があり、競争性が確保されてい

るとは言いがたいと判断し、入札を中止と

したところでございます。 

入札辞退の理由といたしましては、技術

者の配置、下請業者の手配が困難のほか、

積算の結果、予定価格を超過するとあった

ことから、設計内容を精査したところ、設

計内容積算額に差異はあるものの予定価格

に問題等はありませんでしたので、工程表

の組替えに伴う設計積算額の見直しや財源

整理などを行い、改めて入札を実施するも

のです。 

なお、入札不調により、再度の入札、契

約の時期が遅れるため、その分の工期延長

が見込まれており、事業費総体で７００万

円の増額を見込んでおります。 

一つ目のトレーニングセンター等耐震改

修建築主体工事につきましては、全体で当

初予算額１億４,６３１万２,０００円から

執行見込額１億４,９８４万５,０００円に
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変更となり、そのうち次年度債務負担行為

は、４０７万１,０００円から７６０万 

４,０００円となり、差引き３５３万 

３,０００円の増額となります。 

二つ目のトレーニングセンター等耐震改

修電気設備工事は、当初予算額４,１０２万

円から執行見込額４,２８２万円に変更とな

り、そのうち次年度債務負担行為は、 

１,８４９万円から２,０２９万円となり、

差引き１８０万円の増額となります。 

三つ目のトレーニングセンター等耐震改

修機械設備工事は、工事期間、令和６年の

単年度から令和６年度から令和７年度の２

か年となり、当初予算額３,２６６万 

８,０００円から執行見込額３,４３３万 

５,０００円に変更となり、そのうち次年度

債務負担行為は、１６６万７,０００円の増

額となります。 

なお、トレーニングセンター等耐震改修

工事監理業務委託につきましては、工期変

更により工事費は増額変更となりますが、

業務委託料については当初予算内での対応

が可能であり、予算額に変更はございませ

ん。 

総工事額では、当初予算額２億２,０００

万円から補正後の執行見込額は２億２,７００ 

万円となり、７００万円の債務負担行為の

増額となります。 

次に、今後の予定でありますが、本日の

臨時議会で補正予算をお認めいただいた

後、１１月中旬にトレーニングセンター等

耐震改修建築主体工事の入札執行を行い、

仮契約後、１１月下旬頃に臨時議会を申入

れし、工事請負契約の締結について議決案

件を提出したいと考えております。 

議決の結果になりますが、１２月工事着

工から約１年間の工事期間を予定しており

ます。 

以上、議案第６１号令和６年度美幌町一

般会計補正予算（第５号）につきまして御

説明を申し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） これから質疑を行い

ます。 

１３番大原昇さん。 

○１３番（大原 昇） この入札のことに

関してではなく、全体的な入札のことでお

伺いしたいです。もし、筋が違っていれ

ば、止めていただいても結構です。 

今、資材あるいは人件費、人材を確保す

るのに、非常に困難な時期だと思っており

ます。 

というのは、人材にすれば、２０２４年

問題によって、多分人がいない。そうする

と、資材のほうは高騰というか、いろいろ

な資材の値段の変動が激しい。 

このことによって、３月、４月に予算が

決まり、工事を発注するとなった場合、遅

くなればなるほど変化についていけないと

考えるのです。 

であれば、これからの入札に関しては、

早期発注ということはできないのでしょう

か。 

これは、総務部長に聞いたほうがいいの

かな。今回は教育委員会で、ずれてしまい

ますけれども、いかがなものでしょうか。 

○議長（戸澤義典） 今回の工事も含めて

早期発注はできなかったのかという観点

で、お答えいただきたいと思います。 

総務部長。 

○総務部長（那須清二） まず、今回の耐

震改修工事につきましては、実施設計期間

の関係もありまして、当初予算での計上が

かなわなかったということで、６月議会で

補正予算として提案させていただいている

ところでございます。 

資材高騰等によって物価等が上がるよう

な場合でございますが、当然、今までも町

として早期発注には心がけて発注してきて

いるところであります。 

その物価上昇の割合等にもよるかと思い

ますが、当初の設計額をはるかに上回るよ

うな物価高騰があった場合には、当然、設

計変更等での対応というものも出てこよう
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かと考えております。よろしくお願いいた

します。 

○議長（戸澤義典） １３番大原昇さん。 

○１３番（大原 昇） 早期発注には心が

けているということですね。でも、心がけ

ているだけでは、今の時代の中で遅れてい

くような気がするのです。 

特に、資材はそれなりに対応できるでし

ょうけれども、人材、作業員から技術者含

め、全てが足りないのですよ。 

仮に、発注が遅くなれば、土木でもそう

ですけれど、当初、夏に工事できるやつが

冬にかかれば、いろいろと、何と言えばい

いのか忘れてしまいましたが……（「養

生」という発言あり）養生。別で養生にか

かってくるのです。 

だから、そのことによって、また不落に

なるかもしれないですけれど、できれば、

早ければ早く。 

そして今回、このトレーニングセンタ

ー、一応、今までいろいろ実施設計などを

考えていたと。でも、この話は去年から出

ている話ですよね。一般質問のときから、

来年はトレーニングセンターの耐震工事が

ありますと。その時点から出ているのです

よ、６月ぐらいから。 

そうすると、なぜこのように遅れるの

か。その時点で言っているのであれば、そ

の時点からやっていけば、別に、今回６月

に云々ということにはならないと思うので

す。 

まず、そのことだけをお聞かせくださ

い。 

○議長（戸澤義典） 建築主幹。 

○建築主幹（廣田吉輝） 今回の工事に際

しましては、実施設計を発注しております

が、実施設計の中において、耐震改修計画

が適正に行われているかどうかということ

の第三者機関の検証を含めた期間となって

おります。 

そこに時間を要したということで、当初

設計には間に合わなかった形になってござ

います。 

ただいま、発注時期がはっきり分かる資

料は手元にございませんが、実施設計の委

託期間につきましては、３月中旬の期間設

定として実施設計を発注しておりました。

よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） １３番大原昇さん。 

○１３番（大原 昇） ３月ということ

は、去年の予算と見ていいのですよね。 

であれば、先ほど言ったように、この話

は去年の当初から出ている話です。何で年

度終わり頃に、あわくってやるのか。やろ

うとして計画しているのであれば、もっと

早くできるはずですよ。 

今回７００万円、多いか少ないかは分か

りません。町民に聞けば分かりますから、

多いか少ないかは。でも、されど７００万

円。無駄遣いです。もっと計画を持って行

えば、この７００万円も出なかったかもし

れない。 

ですから、私が言うのはそこなのです

よ。以前、いろいろなことで私は言ってい

ます。先を見越しての計画を立てなさいと

言っています。どうも計画性がない。先を

見越しての計画性がないと、私は思ってい

ます。 

これ以上、言うことはありませんけれど

も、これからは、やはり早期発注、２年、

３年、１０年を見越してやろうとする、そ

して、前年に分かるのであれば、それも早

め早めに手を打っていったほうが私はいい

と思います。 

これを切に訴えて終わります。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑はありま

せんか。 

１０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸） 不安でたまらない

ものですから、２点ほどお聞かせくださ

い。 

まず１点目。肝腎な対応策ということで

お聞かせ願いたいのですが、この工事は中

止をかけたと。応札が一社と言ったかな、
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それは事実だから仕方ないと思うのです

ね。 

改めて入札をかけるからと補正ばかりの

話。私が聞きたいのはそこなのですよ。 

次の入札のときも、もし応札が一社であ

ればどうするのだと。知恵もなくしてただ

入札します、入札時期に関わりますから金

額――当然、そのようなこともあるでしょ

う。でも、肝腎要な中止に至ったことに対

する要因の一つとして、応札がなかったと

いうのは、今回、いい事例だと思うのです

ね。その対応策を何もしゃべらないで、は

い、認めなさいといっても、金額的ないい

悪いではなくて、不安でたまらないのです

よ。その点については、しっかり説明いた

だかないと、進めていいのかどうか。 

くどくは言いませんけれど、意味分かっ

てくれますね。次の入札をいつやるか分か

らないけれども、やったときにまた一社し

か応札がなかったら中止をかけるのか。永

遠にこれを繰り返すのですか。そんなばか

げた入札はあり得ませんよね。 

一つの判断ということで、例を挙げて恐

縮なのですが、一社でも成り立つという方

針を固めるのか。それは相手があることで

すから、結果を見なければ分からないこと

なのですよ。だから、そのぐらいの腹づも

りで、次の入札に踏み出すのか。これを言

っていただかないと心配です。 

次、２点目。辞退した人の理由として、

技術者の配置ができない、だから入札に応

じられないという説明があったかと思いま

す。 

美幌町では、過去に技術者の配置、あな

たの会社はできますかという下調べをして

から発注したのです。指名競争入札の場合

は。 

それからもう１点。今回明らかにしてほ

しいのは、三つの物件までは掛け持ちがで

きると。掛け持ちはできるけれど、上限が

あるのか。例えば、合計の金額で大げさに

言うと３を超すから駄目ですよとか。 

ただ、今の常識的には合計で３千万、そ

のぐらいだと業者は勝手に考えていますけ

れども、その制度をどこまで活用できるも

のか。 

美幌の単純な通達では、３本まで掛け持

ちできると私個人は思っていますので、さ

らにこれに対して制限が加わるなら加え

る。あえて言えば、３件掛け持ちできるの

であれば、どんどん受注する。もし、私が

個人的に指名されたら、受注したいぐらい

ですよ。こんなもったいないお仕事。 

次に、工期の話をさせてください。 

まず、工期に関しての一つ目。今回、主

体工事それから電気とか機械があるのです

が、大きくて三つあります。 

先に例を挙げます。学校のクーラーをや

るときに、工期の変更で金額が上がりまし

た。土木工事の場合、私の認識では、経費

はあまり上がらないのですね。でも、建築

は、工期が１か月、２か月、３か月やった

ら、それに応じて何百万単位――勉強にな

りました。 

でも、学校のクーラーをやったとき、実

質、夏休み前だったかな、出来上がったと

いう認識が私にはあるのです。そうする

と、工期の設定の仕方、工期が３か月延び

る、でも実質、そこまでかからなかった

ら、建築主体工事は別として機械とか電気

とか、ほかに設備というのは、別な項目で

あるでしょう。それを同時に発注しなくて

も、主体工事の進み具合で、工期をうんと

短くすることによって、経費を削減でき

る。 

もう１回言いますよ。 

今回、学校のクーラーのことで勉強にな

りました。いたずらに工期の分だけが延び

れば、経費はぼんぼん上がる。その辺の整

理もどのような考えをお持ちなのか、お教

え願いたいと思います。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） まず１点目に、吉

住議員からお話のありました入札、応札者
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９社が辞退、一社の場合だけの取扱いとい

うことでございます。 

先ほど、補正予算のときに説明をさせて

いただきましたが、指名業者１０社のうち

９社から辞退の申出があって、今回につき

ましては、競争性が確保されていると言い

がたいということで中止をしたところでご

ざいます。 

これから指名委員会で話をしますが、今

後、同様のことも考えられますので、応札

者が一社の場合の取扱いにつきましても、

過去の応札状況から判断する。 

また、他の事例等を見まして、複数の参

加が見込めない場合については認めるとい

う事例、ほかのところでも、一社の場合の

取扱いの要綱、取決めをしっかりしている

ところがあることから、そこを参考に、今

後、発注する部分につきましては、一社の

場合も有効とする形が取れるのであれば、

そのような取扱いをしていこうと考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） まず、１点目の入札

の件。 

１０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸） 指名とか入札の最

高責任者は副町長だと、私は思っています

けれど、それでは駄目なのですよ。 

次の入札案内をするとき、一社でも応札

があったら――もちろん予定価格はありま

すよ、最低条件がありますけれど、有効に

するならするとしっかり言って、指名しな

ければ駄目です。今後考えますでは、何で

不安材料みたいな表現するのですか。決め

るなら決めてくださいよ。 

やわらかい言葉で――副町長、入札はあ

なたが最高責任者だと思っているから、は

っきり言わせてもらいますけれど、次の入

札のときには、前例があって、一社でも応

札があって、もちろん予定価格を下回った

場合、落札するくらいの方向づけをしてく

ださいよ。 

どちらにも取れる曖昧な言葉に聞こえま

すよ。はっきり明言してください。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） まだ決定しており

ませんので明言はできませんけれども、そ

のようにする方向で、指名委員会の中で協

議をするということでおります。 

この補正予算をお認めいただいた後、議

決後の指名委員会において、指名入札の方

法、業者の選考も含めて決定して、案内を

していくという考えでおりますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸） これだけ言わせて

ください。 

今回、発注時期がずれます、工期が変わ

るということが主ですよね。その前に、予

定価格は、簡単に言えば正当性という言葉

は言っていないけれども、多少の差異はあ

ったが、単価の違いとしておかしい単価は

ありませんでしたよと。 

いいですか。また逆なのですよ、副町

長。もし、工期が変わるごとにまた補正を

組むのですか。だから、方針というのは、

先に示さなければ。今後、研究しますとい

う曖昧な話ではないのだって。 

言葉をはっきり言ってください。決定す

るなら決定する、決定しようと思っている

ではなくて決定する。一社でも応札があっ

たら。 

日本語は優しいのです――優しいは、気

持ちが優しいという意味ではないですよ。

語尾をはっきり言ってください。 

この点について、副町長いかがですか。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） 私がこの場で決定

するということではなくて、指名委員会で

決定します。 

ですから、決定して通知をするという運

びでおりますので、御了承いただきたいと

思います。 

○議長（戸澤義典） 次に、２点目の掛け
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持ち制限について。 

財務課長。 

○財務課長（吉田善一） 御質問にお答え

いたします。 

技術者の掛け持ちの制限の関係でござい

ますが、金額については、建築一式工事が

８,０００万以上は、専任での配置を必要と

するという規定としております。 

通常であれば、先ほど議員おっしゃると

おり３件までの兼任を可能としているとこ

ろでありますが、今回については、専任と

いうことになりますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（戸澤義典） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸） これは、決まり事

ですから分かりました。 

ただ、指名に当たって、これにふっつけ

て言いたかったのは、過去に美幌町は、取

りあえず指名しようと思う会社に、技術者

は空いていますかという調査をした上で。

空いていないところを指名しても、理由と

して残るわけだから。 

そのようなことがあるものですから、今

回はいい例です。あえて言えば、８,０００

万円以上になれば、掛け持ちできないわけ

でしょう、簡単に言うと。 

予定価格というものは、おおよそ分かっ

ているわけだから、技術者の確認をする

と。そのことをしてください。 

だけど、今は制度の話で、しますという

話はしてくれない。それは、課長の段階で

はない。副町長なのです。最高責任者の判

断が、世間に知れ渡っていないと困るわけ

です。 

その面で、副町長いかがですか。 

○議長（戸澤義典） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明） 技術者の配置につ

きましては、今まで事前に確認していたと

いう事実がありますので、今後、しっかり

と確認させていただいて、案内をするよう

心がけてまいります。よろしくお願いいた

します。 

○議長（戸澤義典） ３点目、工期の別発

注の件について。 

建築主幹。 

○建築主幹（廣田吉輝） 工期の設定でご

ざいますが、今回の工事におきましては、

建築主体工事、電気設備工事、機械設備工

事と３分割で発注しており、それぞれの工

事ごとに、場所とか工事内容によりまして

それぞれ工程の計画を設定しております。 

電気設備・機械設備工事においては、建

築主体工事が終わらなければ着手できない

工事もございまして、このような工期設定

としておりますので、御理解をよろしくお

願いいたします。 

○議長（戸澤義典） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸） これ１回でやめま

すから。要は、皆さん、これ共通認識でい

てください。 

先ほど、学校のクーラーのとき、工期を

延ばしたら、もちろん補正額があって増額

しました。 

でも、現実、夏休み前に――私の認識で

すよ、現場としては終わったのかなと。そ

うすると、あの補正金額は何だったのか。 

そのことも含めて、工期設定するのに

は、いろいろな計算式もあるでしょう。で

も、規模によっては、実質、計算式以外に

もっともっと縮めてできる可能性があると

するならば、これから美幌町の財政はゆる

くないですよ。よくないですから。 

もし、そのようなことで、少しでもお金

が余れば――余るというか不用額が生じた

ら、町長はもっと別なことに使いたいので

すよ。そうしてみんなで努力していかなけ

ればいけないなということで、その辺を研

究してみてください。お願いいたします。 

○議長（戸澤義典） 建築主幹。 

○建築主幹（廣田吉輝） ただいまの吉住

議員からの御意見のとおり、今後の発注に

おきましては、専門業者の聞き取りなど、
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十分な工程計画を立案しまして、精査の

上、発注したいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（戸澤義典） ほかに質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（戸澤義典） これで質疑を終わり

ます。 

これから、議案第６１号令和６年度美幌

町一般会計補正予算（第５号）についてを

採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（戸澤義典） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

──────────────────── 

◎閉会宣告 

○議長（戸澤義典） 以上で、本臨時会に

付議されました案件は、全て終了しまし

た。 

会議を閉じます。 

これで、令和６年第７回美幌町議会臨時

会を閉会します。 

お疲れ様でした。 

 

午前１０時４２分 閉会   
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